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〇〇  

大
内
教
弘
の
生
涯

大
内
教
弘
の
生
涯

　

大
内
教
弘
は
大
内
盛も
り

見み

の
息
子
で
、

嘉
吉
元
年
（
一
四
四
一
）
に
従い
と
こ兄
の
大

内
持
世
か
ら
家
督
を
相
続
し
ま
す
。
引

き
継
い
だ
周
防
・
長
門
・
豊
前
（
現
在

の
福
岡
県
東
部
と
大
分
県
北
部
）
の
三
か

国
に
加
え
て
、
正
式
に
筑
前
国
（
現
在

の
福
岡
県
西
北
部
）
の
守
護
職
に
任
じ

ら
れ
る
な
ど
、
勢
力
拡
大
に
努
め
ま
し

た
。
ま
た
、
大
内
氏
と
し
て
初
め
て
明み
ん

（
現
在
の
中
国
）
と
の
勘
合
貿
易
に
参
加

し
た
り
、
琉
球
王
国
（
現
在
の
沖
縄
県
）

と
交
流
し
た
り
す
る
な
ど
、
異
国
と
の

関
係
構
築
に
も
力
を
注
い
で
い
ま
す
。

伊
予
国
（
現
在
の
愛
媛
県
）
へ
の
出
兵

中
に
現
地
で
病
死
し
ま
し
た
。
山
口
市

小
鯖
地
域
の
闢び
ゃ
く
う
ん
じ

雲
寺
（
現
泰
雲
寺
）
が

菩
提
寺
で
す
。

〇〇  

教
弘
の
隠
居
と
築
山
（
館
）

教
弘
の
隠
居
と
築
山
（
館
）

　

教
弘
に
は
一
時
的
に
隠
居
し
た
期
間

が
あ
り
ま
し
た
。
長
禄
元
年（
一
四
五
七
）

頃
に
幼
い
息
子
亀き

童ど
う

丸ま
る

（
後
の
大
内
政

弘
）
に
守
護
職
を
譲
り
、
寛
正
４
年

（
一
四
六
三
）
頃
に
守
護
職
に
復
帰
し
て

い
ま
す
。
隠
居
の
理
由
は
、
教
弘
と
幕

府
の
関
係
が
悪
化
し
た
た
め
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
隠
居
期
間
中
に
教

弘
が
拠
点
と
し
た
の
が
、
築
山
（
館
）

で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
（
今
ま
で

は
大
内
氏
の
別
邸
と
い
わ
れ
て
き
た
が
、

調
査
研
究
が
進
ん
だ
結
果
、
そ
う
理
解
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
）。
現
在
で
も
築
山

特集特集
11
「
築つ

き

山や
ま

跡あ
と

史
跡
公
園
」
開
園 

―
大
内
教の

り

弘ひ
ろ

と
築
山
―　　

　

令
和
４
年
（
二
〇
二
二
）
10
月
10
日
、
山
口
市
が
整
備
を
進
め

て
き
た
国
指
定
史
跡
・
築
山
跡
（
山
口
市
上
竪
小
路
）
の
東
南
部
分

に
「
築
山
跡
史
跡
公
園
」
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。
築
山
（
館
）
は
、

大
内
氏
の
本
拠
で
あ
る
大
内
氏
館
（
現
在
の
龍
福
寺
と
そ
の
周
辺
）

の
北
側
に
あ
っ
た
施
設
で
す
。
室
町
時
代
中
頃
の
当
主
・
大
内
教

弘
（
一
四
二
〇
～
一
四
六
五
）
に
ゆ
か
り
が
あ
り
ま
す
。

跡
の
西
北
隅
に
は
築つ
い

地じ

（
土
塁
）
が
残
っ

て
い
ま
す
。

〇〇  

築
山
大
明
神

築
山
大
明
神

　

教
弘
の
没
後
、
跡
を
継
い
だ
大
内
政

弘
は
父
親
を
神
（
築
山
霊
神
）
と
し
て

祀ま
つ

る
こ
と
に
し
ま
す
。
そ
の
祭
祀
の
場

所
が
築
山
の
地
で
し
た
。
政
弘
は
朝
廷

に
申
請
し
、
長
享
元
年
（
一
四
八
七
）

に
後ご

土つ
ち

御み

門か
ど

天
皇
か
ら
神
格
化
さ
れ
た

教
弘
に
対
し
て
「
築
山
大
明
神
」
の
神

号
が
勅
許
さ
れ
ま
し
た
。
大
内
氏
の
滅

亡
後
も
築
山
大
明
神
の
祭
祀
は
続
け
ら

れ
ま
し
た
。
し
か
し
、江
戸
時
代
に
入
っ

※
盛
見
の
名
前
の
読
み
に
は
「
も
り
は
る
」・

「
も
り
あ
き
ら
」
な
ど
諸
説
あ
り
ま
す
。

築山（館）の築地築山（館）の築地

築山大明神となった大内教弘築山大明神となった大内教弘
（『大内氏がわかる本 興亡編』より　イラスト・taeco 氏）（『大内氏がわかる本 興亡編』より　イラスト・taeco 氏）



て
、寛
文
６
年
（
一
六
六
六
）
に
萩
藩
主
・

毛
利
綱
広
が
興
隆
寺
（
山
口
市
大
内
地

域
）
境
内
の
山
王
社
に
築
山
の
土
地
を

与
え
た
こ
と
で
、
祭
祀
の
場
所
と
し
て

の
役
割
を
終
え
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。

〇〇  

築
山
の
そ
の
後

築
山
の
そ
の
後

　

江
戸
時
代
の
築
山
跡
の
状
態
は
、
不

明
な
部
分
も
あ
り
ま
す
が
、
途
中
ま
で

焼
け
残
っ
た
鳥
居
が
あ
っ
た
と
い
う
話

が
あ
り
ま
す
（『
大
内
氏
実
録
』）。
幕
末

明
治
期
に
な
る
と
、
築
山
跡
の
様
相
も

大
き
く
変
わ
っ
て
き
ま
す
。
元
治
元
年

（
一
八
六
四
）
に
祇
園
社
（
現
八
坂
神
社
）

が
鴻
ノ
峰
の
麓ふ
も
と

か
ら
移
転
、
明
治
３
年

（
一
八
七
〇
）に
宝ほ
う

現げ
ん

霊れ
い

社し
ゃ（

現
築
山
神
社
）

も
後
河
原
（
片
岡
）
か
ら
移
転
し
て
き

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
山
口
の
洋
食
料
理

の
草
分
け
と
し
て
も
知
ら
れ
る
料
亭
の

菜さ
い

香こ
う

亭て
い

や
現
在
の
河
村
写
真
館
の
建
物

な
ど
も
築
山
跡
に
建
て
ら
れ
ま
し
た
。

〇〇  

発
掘
調
査

発
掘
調
査

　

築
山
跡
は
昭
和
34
年
（
一
九
五
九
）

に
「
史
跡
大
内
氏
遺
跡
」
の
一
つ
と
し

て
「（
大
内
氏
）
館
跡
」
な
ど
と
と
も
に

国
の
史
跡
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
平
成

12
～
14
年
度
に
そ
の
東
南
部
分
（
菜
香

亭
跡
地
及
び
そ
の
北
側
隣
接
地
）
が
山
口

市
の
所
有
と
な
り
、
平
成
17
～
27
年
度

に
か
け
て
発
掘
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
幅
３
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る

「
築
山
」
ま
と
め

・「
築
山
跡
」　

大
内
氏
館
の
北
側
に
あ

り
隠
居
中
の
大
内
教
弘
が
拠
点
と
し

た
館
の
跡
地
。

・「
築
山
大
明
神
」　

大
内
教
弘
の
没

後
、
天
皇
か
ら
勅
許
さ
れ
た
教
弘
の

神
と
し
て
の
名
前
。

・「
築
山
神
社
」　

大
内
義
隆
を
主
祭
神

と
す
る
神
社
。
元
の
名
前
を
宝
現
霊

社
と
い
い
、
明
治
３
年
に
築
山
跡
の

地
に
移
転
し
て
き
た
。

関
連
イ
ベ
ン
ト
情
報

①
お
殿
様
シ
ー
ル
ラ
リ
ー
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

①
お
殿
様
シ
ー
ル
ラ
リ
ー
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

期
間
／
９
月
９
日
（
金
）
～
12
月
28
日
（
水
）

立
ち
寄
り
ポ
イ
ン
ト
／
山
口
市
菜
香
亭
、
山
口
ふ

る
さ
と
伝
承
総
合
セ
ン
タ
ー
、大
路
ロ
ビ
ー
、Ｃ
・

Ｓ
赤
れ
ん
が

　

①①
問
／
文
化
交
流
課

　
　
　
　

☎
０
８
３
―
９
３
４
―
４
１
５
５

②
築
山
跡
史
跡
公
園
開
園
記
念
イ
ベ
ン
ト

②
築
山
跡
史
跡
公
園
開
園
記
念
イ
ベ
ン
ト

　

日
時
／
10
月
10
日
（
月
・
祝
）
14
時
～
16
時

　

会
場
／
築
山
跡
史
跡
公
園

　
　
　

※
雨
天
時
は
山
口
県
教
育
会
館
ホ
ー
ル

③
築
山
跡
史
跡
公
園
開
園
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

③
築
山
跡
史
跡
公
園
開
園
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
築
山
跡
と
大
内
教
弘

　
―
居
館
か
ら
祭
祀
の
場
へ
―
」

日
時
／
11
月
27
日
（
日
）
13
時
～
16
時
30
分

　
　
　
　
（
事
前
申
込
制
）

会
場
／
山
口
県
教
育
会
館
ホ
ー
ル

④
築
山
跡
史
跡
公
園
オ
ー
プ
ン
記
念
特
別
企
画
展

④
築
山
跡
史
跡
公
園
オ
ー
プ
ン
記
念
特
別
企
画
展

「
探
求
！
築
山
跡

　
―
大
内
氏
の
も
う
ひ
と
つ
の
居
館
―
」

　

会
期
／
10
月
6
日
（
木
）
～
12
月
11
日
（
日
）

　

会
場
／
山
口
市
歴
史
民
俗
資
料
館

　

開
催
時
間
／
9
時
～
17
時

　
　
　
　
　
　
（
入
館
は
16
時
30
分
ま
で
）

　

休
館
日
／
月
曜
日
（
祝
日
の
場
合
は
翌
平
日
）

　

観
覧
料
／
19
歳
以
上
70
歳
未
満
１
１
０
円

　

②
③
④

②
③
④
問
／
文
化
財
保
護
課　

　
　
　
　

☎
０
８
３
―
９
２
０
―
４
１
１
１

「
ぐ
る
り
！
大
内
文
化
ゾ
ー

ン 

築
山
跡
史
跡
公
園
オ
ー

プ
ン
記
念
事
業
」
の
詳
細
は

こ
ち
ら
で
！

堀
や
掘
立
柱
建
物
の
跡
な
ど
が
見
つ
か

り
、
教
弘
が
隠
居
す
る
場
所
と
し
て
整

備
さ
れ
、
短
期
間
使
用
さ
れ
た
こ
と
が

わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。

〇〇  

お
わ
り
に

お
わ
り
に

　

今
秋
、
市
で
は
「
ぐ
る
り
！
大
内
文

化
ゾ
ー
ン 

築
山
跡
史
跡
公
園
オ
ー
プ

ン
記
念
事
業
」
を
実
施
し
ま
す
。
こ
の

機
会
に
、
大
内
氏
の
も
う
一
つ
の
館
で

あ
る
「
築
山
跡
」
を
ぜ
ひ
訪
れ
て
み
て

く
だ
さ
い
。
記
念
事
業
の
一
環
と
し

て
、
大
内
氏
の
歴
代
当
主
ら
の
可
愛
い

イ
ラ
ス
ト
を
描
い
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
「
大
内
の
お
殿
様
号
」
を
、
瑠
璃
光

寺
五
重
塔
や
八
坂
神
社
前
を
通
る
「
大

内
ル
ー
ト
」
を
中
心
に
運
行
し
て
い
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
御
乗
車
く
だ
さ
い
。

文

文

文

文

文
文

築山跡築山跡
卍

卍

卍

卍
卍卍

卍卍

卍

卍

卍

白石地域
交流センター
白石地域
交流センター

大殿地域交流
センター

大殿地域交流
センター

山口市民会館山口市民会館

山口市役所山口市役所

香山公園前
観光案内所
香山公園前
観光案内所

山口観光案内所山口観光案内所

卍

国宝 瑠璃光寺五重塔国宝 瑠璃光寺五重塔

かみやまぐち

卍

卍

卍

卍

やまぐち

十朋亭維新館十朋亭維新館
文卍

卍

卍

卍

卍

亀山公園亀山公園

　　八坂神社
築山神社
　　八坂神社
築山神社

山口県立山口博物館山口県立山口博物館

山口県立美術館山口県立美術館

山口大神宮山口大神宮

洞春寺洞春寺

山口県立
山口図書館

山口県立
山口図書館

山口市
歴史民俗資料館
山口市
歴史民俗資料館

C・S 赤れんがC・S 赤れんが

山口ふるさと伝承
総合センター

山口ふるさと伝承
総合センター

山口県教育会館山口県教育会館

大路ロビー大路ロビー

山口市菜香亭山口市菜香亭

多賀神社
（築山大明神を合祀）

多賀神社
（築山大明神を合祀）

山口県庁
（旧山口御屋形。

築山跡の石垣を再利用したと伝わる）

山口県庁
（旧山口御屋形。

築山跡の石垣を再利用したと伝わる）

龍福寺
（大内氏館跡）

龍福寺
（大内氏館跡）

築山跡周辺
マップ

文

小鯖地域
交流センター
小鯖地域
交流センター

至大内至大内

至防府至防府

泰雲寺
（大内教弘供養塔）

泰雲寺
（大内教弘供養塔）

卍

築
山
神
社
の

祭
神
は
曽
祖
父

教
弘
で
は
な
く

私
で
す
！

小鯖
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しんやまぐちしんやまぐち

やまぐちやまぐち

とくさとくさ

ちょうもんきょうちょうもんきょう

あじすあじす

ほんゆらほんゆら

ふなひらやまふなひらやま

よつつじよつつじ

にほにほ

おおとしおおとし

かがわかがわ
かみかがわかみかがわ

ふかみぞふかみぞ

みやのみやの

みたにみたに

じふくじふく

しのめしのめ

わたりがわわたりがわ

なぐさなぐさ

なべくらなべくら

かみやまぐちかみやまぐち

ゆだおんせんゆだおんせん
やばらやばら

かみごうかみごう

にほづにほづ

すおうしもごうすおうしもごう

すおうさやますおうさやま
いわくらいわくら

井上勝実家跡井上勝実家跡

ほうふほうふ

山口山口

堀堀

0 10km
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井上 勝（国立国会図書館「近代日本人の肖像」より）
天保 14 年（1843）８月１日～明治 43 年（1910）８月２日

明治・大正頃の嘉川駅（絵葉書・個人蔵）

　

今
年
は
日
本
で
鉄
道
（
新
橋
～
横
浜
間
）
が
開
業
し
て
か
ら

１
５
０
周
年
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
山
口
線
の
徳
佐
～
津
和
野

間
が
開
業
し
、
現
在
の
山
口
市
域
を
通
る
同
線
の
路
線
が
全
て

通
っ
て
か
ら
１
０
０
周
年
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
機
会
に
山
口

市
域
に
お
け
る
鉄
道
の
歴
史
を
振
り
返
り
ま
す
。

〇 

鉄
道
開
業

　　

我
が
国
に
初
め
て
鉄
道
が
開
業
し
た

の
は
、
新
橋
～
横
浜
間
で
明
治
５
年

（
一
八
七
二
）
９
月
12
日
の
こ
と
で
す
。

明
治
新
政
府
は
、
明
治
２
年
に
東
京
～

京
都
間
な
ど
に
鉄
道
を
建
設
す
る
こ
と

を
決
定
し
て
い
て
、
イ
ギ
リ
ス
の
支
援

を
受
け
て
明
治
３
年
か
ら
鉄
道
建
設
が

開
始
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

〇 

井
上
勝

　　

鉄
道
の
歴
史
を
語
る
上
で
欠
く
こ

と
の
で
き
な
い
人
物
が
、「
鉄
道
の
父
」

井い
の

上う
え

勝ま
さ
るで

す
。
西
洋
の
進
ん
だ
制
度
・

技
術
を
学
ぶ
た
め
、
幕
末
の
文
久
３
年

（
一
八
六
三
）
に
長
州
藩
か
ら
イ
ギ
リ
ス

に
留
学
し
た
五
人
組
「
長
州
フ
ァ
イ
ブ
」

の
一
人
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
井

上
は
留
学
先
で
、
鉱
山
や
鉄
道
な
ど
に

関
す
る
技
術
を
学
び
ま
し
た
。
帰
国
後

の
明
治
２
年
に
新
政
府
に
出
仕
し
、
明
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山口線

治
４
年
に
鉄
道
寮
が
設
置
さ
れ
る
と
そ

の
ト
ッ
プ
の
鉄て
つ
ど
う
の
か
み

道
頭
に
任
じ
ら
れ
ま
し

た
。
鉄
道
開
業
を
成
し
遂
げ
た
井
上
は
、

明
治
26
年
に
鉄
道
庁
長
官
を
退
官
し
た

後
も
生
涯
全
国
に
鉄
道
網
を
広
げ
る
べ

く
尽
力
し
ま
し
た
。

　

井
上
自
身
は
萩
の
生
ま
れ
で
す
が
、

幕
末
維
新
期
に
父
親
の
井
上
勝
行
が
吉

敷
郡
小
鯖
村
（
現
山
口
市
小
鯖
地
域
）
に

移
り
住
ん
で
い
た
時
期
が
あ
り
ま
す
。

〇 

山
口
鉄
道
事
始
め

　　

山
口
市
域
に
お
け
る
鉄
道
の
は
じ
ま
り

は
、明
治
33
年
12
月
３
日
に
山
陽
本
線
（
当

時
は
私
鉄
の
山
陽
鉄
道
株
式
会
社
）
の
三

田
尻
～
厚
狭
間
が
開
業
し
た
こ
と
で
す
。

こ
の
時
、
小
郡
駅
（
現
新
山
口
駅
）・
嘉
川

駅
・
阿
知
須
駅
（
現
本
由
良
駅
）
の
三
駅

も
開
業
し
て
い
ま
す
。
小
郡
駅
が
設
置
さ

山陽本線
大日本軌道
山口支社
山口線
防石鉄道
宇部線
山陽新幹線

凡　　例

防石鉄道 (廃線 )

至津和野

山口市域
鉄道路線図
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か
ら
山
口
ま
で
を
結
ぶ
路
線
が
完
成
し

ま
し
た
。

　

し
か
し
、
そ
の
後
、
国
有
鉄
道
と

し
て
山
陰
と
山
口
を
結
ぶ
山
口
線
の

建
設
が
計
画
さ
れ
ま
す
。
利
用
者
な

ど
が
重
な
る
軽
便
鉄
道
は
、
大
正
２
年

（
一
九
一
三
）
２
月
の
山
口
線
の
開
業
と

と
も
に
営
業
を
停
止
し
、
わ
ず
か
四
年

数
カ
月
で
そ
の
役
割
を
終
え
ま
し
た
。

新
た
に
山
口
の
人
・
物
の
流
れ
を
担
う

こ
と
と
な
っ
た
山
口
線
は
、
ま
ず
小
郡

～
山
口
間
が
開
業
し
、
最
終
的
に

大
正
12
年
４
月
に
島
根
県
の
石
見

益
田
駅
（
現
益
田
駅
）
ま
で
延
伸

し
て
完
成
し
ま
し
た
。　

〇 
鉄
道
網
の
拡
大

　　

明
治
末
頃
か
ら
山
口
県
内
各
地

で
鉄
道
が
建
設
さ
れ
始
め
ま
し

た
。
そ
の
中
で
、
大
正
３
年
１
月

に
現
在
の
宇
部
線
に
当
た
る
私
鉄

の
宇
部
軽
便
鉄
道
株
式
会
社
（
後

に
宇
部
鉄
道
株
式
会
社
）
が
、
宇

部
～
宇
部
新
川
間
で
開
業
し
て
い

ま
す
。
そ
の
後
の
延
伸
で
、
大
正

14
年
３
月
に
宇
部
鉄
道
の
本
阿
知

須
～
小
郡
間
が
開
業
し
た
こ
と
に

よ
り
、
交
通
結
節
点
（
繋
ぎ
目
）

と
し
て
の
小
郡
の
重
要
性
が
さ
ら

に
高
ま
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
佐
波
郡
方
面
で
は
、
防

れ
た
小
郡
村
は
、
元
々
山
陽
道
沿
い
の
宿

場
町
と
し
て
栄
え
て
い
ま
し
た
が
、
交
通

の
要
衝
と
し
て
さ
ら
に
発
展
し
て
い
く
こ

と
に
な
り
ま
す
（
翌
年
町
制
移
行
）。

〇 
山
口
線
の
建
設

　　

鉄
道
が
山
口
町
を
通
ら
な
い
こ
と
に

よ
る
経
済
的
な
損
失
な
ど
を
危
惧
し
た

有
志
ら
の
尽
力
に
よ
り
、
山
口
町
を
通

る
大
日
本
軌
道
山
口
支
社
の
軽け
い

便べ
ん

鉄
道

が
建
設
さ
れ
、
明
治
41
年
10
月
に
湯
田

～
新
町
間
が
開
業
し
ま
し
た
。
軽
便
鉄

道
は
延
伸
を
続
け
、
明
治
43
年
に
小
郡
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宇部線

大日本軌道
山口支社 (廃線 )

　
山
口
市
域
に
お
け
る
鉄
道
開
業
年
表

 

開
業
区
間

 

開
業
日

山
陽
本
線

 

三
田
尻
※
１
～
厚
狭

 

明
治
33
年
12
月
３
日

旧
大
日
本
軌
道
山
口
支
社
（
大
正
２
年
廃
止
）

 

湯
田
～
新
町

 

明
治
41
年
10
月
15
日

 

湯
田
～
山
口
※
２

 

明
治
41
年
12
月
10
日

 

新
町
～
小
郡

 

明
治
42
年
２
月
21
日

 

亀
山
～
山
口

 

明
治
43
年
７
月
20
日

 

小
郡
～
小
郡
（
山
陽
本
線
） 

明
治
43
年
11
月
16
日

山
口
線

 

小
郡
※
３
～
山
口

 

大
正
２
年
２
月
20
日

 

山
口
～
篠
目

 

大
正
６
年
７
月
１
日

 

篠
目
～
三
谷

 

大
正
７
年
４
月
28
日

 

三
谷
～
徳
佐

 

大
正
７
年
11
月
３
日

 

徳
佐
～
津
和
野

 

大
正
11
年
８
月
５
日

旧
防
石
鉄
道
（
昭
和
39
年
廃
止
）

 

上
和
字
～
堀

 

大
正
９
年
９
月
23
日

宇
部
線

 

床
波
～
本
阿
知
須
※
４

 

大
正
13
年
８
月
17
日

 

本
阿
知
須
～
小
郡

 

大
正
14
年
３
月
26
日

山
陽
新
幹
線

 

岡
山
～
博
多

 

昭
和
50
年
３
月
10
日

　

※
１ 

防
府
、
※
２ 

亀
山
、
※
３ 

新
山
口
、
※
４ 

阿
知
須
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

そ
れ
ぞ
れ
改
称　

石
鉄
道
株
式
会
社
が
大
正
８
年
７
月
に

三
田
尻
～
奈
美
（
上か
み

和わ

字じ

に
改
称
）
間
、

大
正
９
年
９
月
に
上
和
字
～
堀
間
で
開

業
し
ま
す
。
防
石
鉄
道
は
柚
野
村
（
現

山
口
市
徳
地
地
域
）
ま
で
の
区
間
の
鉄

道
免
許
を
取
得
し
て
い
ま
し
た
が
、
堀

～
柚
野
村
間
は
資
金
難
な
ど
か
ら
工
事

が
竣
工
し
ま
せ
ん
で
し
た
（
同
鉄
道
は

昭
和
39
年
に
廃
線
）。

〇 

新
幹
線
の
登
場

　

戦
後
、
新
幹
線
が
開
発
さ
れ
る
と
、

昭
和
50
年
（
一
九
七
五
）
３
月
に
山
陽

新
幹
線
の
岡
山
～
博
多
間
が
開
業
し
、

新
幹
線
が
小
郡
に
停
車
す
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
平
成
15
年
（
二

○
○
三
）
10
月
に
小
郡
駅
は
新
山
口
駅

と
改
称
、
の
ぞ
み
号
も
停
車
す
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
こ
う
し
て
、
現
在
の

山
口
市
域
に
お
け
る
鉄
道
網
が
出
来
上

が
り
ま
し
た
。

山陽本線

山陽新幹線

至
宇
部

山口線開通記念絵葉書　山口停車場（部分・個人蔵）
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２ 
陶
晴
賢
の
戦
略

　

天
文
22
年
、
晴
賢
が
石
見
国
の
吉
見

氏
へ
の
攻
撃
を
本
格
化
さ
せ
、
元
就
に

石
見
出
陣
を
求
め
た
。
毛
利
側
で
は
対

応
を
め
ぐ
り
協
議
が
続
い
た
。
元
就

は
棚た
な

守も
り

房ふ
さ

顕あ
き

（
嚴
島
神
社
神
官
）
か
ら
、

陶
が
本
心
で
は
毛
利
を
討
と
う
と
し
て

い
る
と
知
ら
さ
れ
て
い
た
が
、
挙
兵
に

失
敗
す
れ
ば
陶
氏
と
出
雲
国
の
尼
子
氏

に
挟
み
撃
ち
さ
れ
る
危
険
性
が
あ
り
、

当
面
陶
氏
と
の
協
調
関
係
を
維
持
さ
せ

る
し
か
な
い
と
考
え
て
い
た
。
晴
賢
は

態
度
を
表
明
し
な
い
毛
利
氏
に
じ
れ
、

翌
23
年
、
安
芸
国
衆
の
平
賀
氏
に
使
者

を
送
り
、
毛
利
氏
か
ら
離
反
さ
せ
よ
う

と
し
た
。
し
か
し
、使
者
は
捕ほ

縛ば
く

さ
れ
、

毛
利
氏
に
差
し
出
さ
れ
る
。
元
就
は
陶

  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    講演講演
要旨要旨
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 　大内氏重臣・陶晴賢生誕５００年記念

「～陶晴賢と厳島の戦い～」

秋山伸隆先生
（県立広島大学名誉教授）

　

令
和
4
年
6
月
12
日
、
山
口
南
総
合
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
に
お

い
て
、
大
内
氏
重
臣
・
陶す
え

晴は
る

賢か
た

生
誕
５
０
０
年
記
念
「
陶
晴
賢

と
厳
島
の
戦
い
」
と
題
し
て
、
秋
山
伸
隆
先
生
（
県
立
広
島
大

学
名
誉
教
授
）
に
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。　

は
じ
め
に

　

天
文
24
年
（
一
五
五
五
）
10
月
、
毛も
う

利り

元も
と

就な
り

が
陶
晴
賢
を
破
っ
た
厳
島
の
戦
い

は
、
元
就
が
陶
二
万
の
大
軍
を
厳
島
に

お
び
き
寄
せ
、
わ
ず
か
四
千
の
軍
で
奇

襲
を
仕
掛
け
勝
利
し
た
と
語
ら
れ
て
い

る
。
今
日
は
、
陶
晴
賢
の
立
場
か
ら
厳

島
の
戦
い
の
実
像
を
見
直
し
て
み
た
い
。

１ 

陶
晴
賢
と
毛
利
元
就

　

大
内
氏
一
族
で
重
臣
の
陶
晴
賢
は
、

主
君
の
大お
お

内う
ち

義よ
し

隆た
か

と
そ
の
側
近
・
相さ
が

良ら

武た
け

任と
う

と
の
対
立
を
深
め
、
義
隆
を
引
退

さ
せ
る
ク
ー
デ
タ
ー
を
計
画
し
た
。
安

芸
国
の
毛
利
元
就
も
早
く
か
ら
計
画
に

関
与
し
て
い
た
ら
し
く
、
陶
氏
と
安
芸

国く
に

衆し
ゅ
うを
仲
介
し
、
そ
の
協
力
を
取
り
付

氏
と
の
断
交
を
決
意
、
軍
を
進
め
、
廿

日
市
・
宮
島
ま
で
占
領
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
晴
賢
は
吉
見
氏
と
講

和
を
結
び
山
口
へ
戻
る
。「
房
顕
覚
書
」

に
よ
れ
ば
、
天
文
24
年
5
～
６
月
頃
、
晴

賢
は
「
山
里
黒
滝
」（
※
1
）
に
在
陣
し
て

い
る
。
山
間
部
を
経
由
し
て
防
芸
国
境
を

越
え
る
ル
ー
ト
で
進
軍
し
た
と
考
え
ら

れ
る
。
毛
利
方
の
抵
抗
で
「
山
里
要
害
」

（
中
山
城
跡・廿
日
市
市
）
を
落
と
せ
な
か
っ

た
た
め
、
晴
賢
は
山
里
に
軍
勢
を
残
し
た

ま
ま
、
厳
島
渡
航
作
戦
に
転
じ
た
。

３ 

陶
晴
賢
の
誤
算

　

兵
力
の
分
散
の
ほ
か
、
晴
賢
の
誤
算

と
し
て
、
大
内
氏
家
中
で
も
分
裂
が
起

こ
り
、
内
藤
氏
・
杉
氏
な
ど
の
大
内
氏

重
臣
が
厳
島
へ
渡
海
し
な
か
っ
た
こ

と
、
家
臣
・
宮み
や

川が
わ

房ふ
さ

頼よ
り

の
敗
死
や
元
就

の
手
の
内
を
知
る
家
臣
・
江え

良ら

房ふ
さ

栄ひ
で

を

晴
賢
が
殺
害
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
な
ど

も
挙
げ
ら
れ
る
。

　

厳
島
で
戦
っ
た
毛
利
軍
は
、
史
料
を

も
と
に
推
計
す
る
と
四
千
を
は
る
か
に

超
え
て
い
た
。
一
方
、
陶
方
の
厳
島
で

討
死
し
た
者
は
陶
氏
の
譜
代
家
臣
と
周

防
国
東
部
の
弘ひ
ろ

中な
か

隆た
か

兼か
ね

ら
に
限
ら
れ
て

お
り
、
陶
軍
は
一
万
未
満
と
考
え
ら
れ

る
。
両
軍
の
戦
力
に
そ
れ
ほ
ど
大
き
な

違
い
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

弘
中
隆
兼
が
妻
に
宛
て
た
書
状
に
、

隆
兼
は
厳
島
渡
海
に
反
対
だ
が
、
神
領

衆
（
※
2
）
や
警
固
衆
（
※
３
）
が
渡
海

を
主
張
し
た
と
あ
る
。
神
領
衆
の
多
く

は
毛
利
氏
に
よ
っ
て
厳
島
や
対
岸
の
所

領
を
奪
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
奪
回
の
た

め
渡
海
を
主
張
し
た
と
考
え
ら
れ
、
隆

兼
は
「
口
惜
し
く
候
」
と
書
い
て
い
る
。

４ 

警
固
衆
の
動
向

　

勝
敗
を
分
け
た
要
素
の
一
つ
に
、
警

固
衆
の
動
向
も
挙
げ
ら
れ
る
。
厳
島
合

戦
の
直
前
、
陶
方
の
警
固
船
が
不
足
、

毛
利
方
の
援
軍
を
乗
せ
た
船
の
上
陸
を

阻
止
で
き
な
か
っ
た
。
村
上
水
軍
の
う

ち
、
来く
る

島し
ま

村
上
氏
が
毛
利
方
で
参
戦
し

た
こ
と
は
疑
い
が
な
い
。
ま
た
、
能の

島し
ま

村
上
氏
は
合
戦
の
前
後
、
陶
方
に
属
し

て
い
た
が
、
合
戦
に
直
接
参
戦
し
な

か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

警
固
衆
の
戦
力
を
比
較
し
て
、
両
軍

の
動
員
で
き
る
規
模
に
大
き
な
差
が

あ
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
そ
の
た

め
、
直
接
参
戦
し
た
警
固
衆
の
戦
力
の

差
と
い
う
面
で
も
、
毛
利
方
の
勝
利
は

確
実
で
あ
っ
た
。

山
口
ヒ
ス
ト
リ
ア
講
演
会 

６

講演会の様子

※
１ 「
山
里
」
は
安
芸
国
佐さ

西さ
い

郡
の
山
間
部
を
指
す
地
域
呼
称

※
２ 

嚴
島
神
社
神
主
家
の
家
臣　

※
３ 

水
軍

け
た
。
そ
し
て
、

天
文
20
年
、
晴
賢

は
山
口
へ
進
撃

し
、
義
隆
は
自
害

し
た
。
元
就
は
陶

氏
と
協
調
関
係
を

築
く
こ
と
で
、
安

芸
国
衆
へ
の
指
揮

権
を
事
実
上
確
保

し
た
。



 
兼か

ね 
重し

げ 

暗あ
ん 

香こ
う  

生
誕
１
５
０
年

兼重暗香（『大日本人物名
鑑』国立国会図書館デジ
タルコレクションより）

兼重暗香筆　木蓮に孔雀図（個人蔵）

は
、
ま
ず
、
洋
画
を
河
北
道
介
や
本
多
錦き
ん

吉き
ち

郎ろ
う

か
ら
学
び
、
そ
の
後
、
日
本
画
に
転

じ
て
女
流
画
家
の
野
口
小し
ょ
う

蘋ひ
ん

に
学
ん
で

い
ま
す
。
さ
ら
に
、
高
島
北ほ
っ

海か
い

（
※
）・

松ま
つ
ば
や
し
け
い
げ
つ

林
桂
月
ら
か
ら
も
教
え
を
受
け
ま
し

た
。
南
画
の
流
れ
を
く
ん
だ
画
風
で
、
繊

細
な
山
水
画
・
花
鳥
画
か
ら
緻
密
な
考
証

に
基
づ
い
た
歴
史
画
・
人
物
画
ま
で
、
幅

広
く
取
り
組
み
ま
し
た
。
日
本
美
術
協
会

の
美
術
展
で
度
々
受
賞
・
入
選
し
、
同
協

会
の
委
員
を
務
め
る
な
ど
、
画
家
と
し
て

成
功
、
東
京
を
拠
点
に
広
く
活
躍
し
ま
し

た
。
第
二
次
世
界
大
戦
中
に
山
口
に
疎
開

し
、
昭
和
21
年
（
一
九
四
六
）
11
月
２
日

に
亡
く
な
り
ま
し
た
。
墓
は
山
口
市
大
殿

地
域
の
洞
春
寺
に
あ
り
ま
す
。

※来年国の名勝指定 100 周年を迎える「長門峡」の命名者

　

今
年
は
戦
前
に
活
躍
し
た
山
口
市
出
身

の
画
家
・
兼
重
暗
香
（
ム
メ
・
梅
子
）
の

生
誕
１
５
０
年
で
す
。
暗
香
は
明
治
５
年

（
一
八
七
二
）
３
月
、
山
口
県
吉
敷
郡
矢
原
村

（
現
山
口
市
大
歳
地
域
）
で
生
ま
れ
ま
し
た
。
幼

少
期
の
事
故
で
両
足
が
不
自
由
に
な
り
ま
し
た

が
、
明
治
16
年
に
父
親
の
仕
事
の
都
合
で
東
京

に
移
住
す
る
と
女
学
校
を
卒
業
し
、
画
家
と
し

て
の
自
立
を
目
指
し
ま
す
。
絵
画
に
つ
い
て

「
山
口
ヒ
ス
ト
リ
ア
」
の

　
配
布
方
法
が
変
わ
り
ま
す
！

　

今
号
か
ら
自
治
会
等
に
お
け
る
「
山

口
ヒ
ス
ト
リ
ア
」
の
配
布
方
法
を
、
全

戸
配
布
か
ら
回
覧
に
変
更
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
あ
わ
せ
て
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（
組
織
で
さ
が
す
→
交
流
創
造
部
・
文

化
交
流
課
→
お
知
ら
せ
）
に
「
山
口
ヒ

ス
ト
リ
ア
」
を
掲
載
す
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。
ぜ
ひ
御
覧
く
だ
さ
い
。
従
来
通

り
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
等
に
も
置
い
て

あ
り
ま
す
の
で
、
必
要
な
方
は
そ
ち
ら

を
御
利
用
く
だ
さ
い
。　

「
大
内
氏
館
」「
高
嶺
城
」
御
城
印 

築
山
跡
史
跡
公
園
開
園

記
念
特
別
バ
ー
ジ
ョ
ン 

販
売
中
！

次
回
の
山
口
ヒ
ス
ト
リ
ア
講
演

会
に
つ
い
て

　

次
回
の
「
山
口
ヒ
ス
ト
リ
ア
講
演
会

７
」
は
、
年
明
け
の
開
催
を
予
定
し
て

お
り
ま
す
。
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、

後
日
市
報
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

特
集
①
で
も
紹
介
し
ま
し
た
築
山
跡
史
跡

公
園
の
開
園
を
記
念
し
、
続
日
本
１
０
０
名

城
に
選
定
さ
れ
て
い
る「
大
内
氏
館
」と「
高

嶺
城
」
の
御
城
印(

築
山
跡
史
跡
公
園
開
園
記

念
特
別
バ
ー
ジ
ョ
ン)

を
、
期
間
限
定
で
販
売

し
て
い
ま
す
。

期　
　
間
／
８
月
１
日
（
月
）

　
　
　
　
　

～
12
月
28
日
（
水
）

販
売
場
所
／
山
口
市
歴
史
民
俗
資
料
館
・

　
　
　
　

  
大
路
ロ
ビ
ー

価　
　
格
／
各 
２
２
０
円

問
い
合
わ
せ
／
文
化
財
保
護
課　

　
　

☎
０
８
３
―
９
２
０
―
４
１
１
１

 「大内氏館」は大内義興のときに造られたとさ
れる池泉庭園、「高嶺城」は城跡の石垣をデザ
インしています。題字の揮毫は山口市教育長 
藤本孝治によるものです。

「
山
口
ヒ
ス
ト
リ
ア
」
か
ら
の
お
知
ら
せ

「
山
口
ヒ
ス
ト
リ
ア
」
か
ら
の
お
知
ら
せ

コラム

今
し
ば
ら
く

お
待
ち
く
だ

さ
い
～

7
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編
集
後
記

　

今
回
は
築
山
跡
、
鉄
道
開

業
１
５
０
周
年
、
兼
重
暗
香

な
ど
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。

人
々
の
暮
ら
し
を
よ
り
良
く

す
る
た
め
、
先
人
が
苦
労
し

て
築
き
上
げ
た
歴
史
に
思
い

を
は
せ
な
が
ら
、
身
近
な
地

元
の
鉄
道
路
線
を
利
用
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

ガイドブックや「大内氏がわかる本」は市内の一部書店等での
取り扱いもあります。詳細は市のホームページを御覧ください！

『
山
口
市
史
』
ほ
か
書
籍
販
売
の
ご
案
内

『
山
口
市
史
』
ほ
か
書
籍
販
売
の
ご
案
内

西国一の御屋形様西国一の御屋形様

 大内氏がわかる本
　　　　　　　 興亡編

Ａ５判　カラー	120 ページＡ５判　カラー	120 ページ
定価 650 円（税込）定価 650 円（税込）

販売所：文栄堂（本店・山口大学前店・ゆめタウン店・サンパークあじす店）、宮脇
書店湯田ブックセンター、長州苑 本館、文化交流課 歴史文化のまちづくり推進室（山
口総合支所）・同分室（小郡総合支所）、山口市歴史民俗資料館、鋳銭司郷土館、小郡文
化資料館、山口ふるさと伝承総合センター、大路ロビー、山口情報芸術センター、湯田
温泉観光回遊拠点施設「狐の足あと」、山口市菜香亭、新山口駅観光交流センターなど

問い合わせ 山口市交流創造部文化交流課
　〒 753-8650　山口市亀山町２番１号

　☎ 083(934)4155　FAX 083(934)2670
　E-mail：bunka@city.yamaguchi.lg.jp

新刊情報新刊情報

　

御
好
評
い
た
だ
い
て
い
る
「
大
内
氏
が
わ

か
る
本
」
の
第
二
弾
が
出
来
ま
し
た
！

　

戦
を
中
心
と
し
た
歴
代
当
主
の
活
躍
、
西

日
本
の
各
地
に
残
る
足
跡
、有
力
な
家
臣
団
。

西
国
一
の
御
屋
形
様
「
大
内
氏
」
の
魅
力
を

こ
の
一
冊
に
ギ
ュ
ッ
と
凝
縮
し
ま
し
た
。

　

ぜ
ひ
御
覧
く
だ
さ
い
!!

B ５判上製本　342 ページB ５判上製本　342 ページ
定価 1,830 円（税込）定価 1,830 円（税込）

　山口市史「史料編」編さん事業の調
査で、旧村役場文書の中で質量ともに
最も充実していると判断された「旧宮
野村役場文書」を対象とした調査研究
書です。ぜひ御覧ください !!

　
山
口
市
歴
史
叢
書 

二

　
山
口
市
旧
宮
野
村
役
場
文
書
の
研
究

　
　
　
―
近
代
日
本
の
変
革
期
に
お
け
る
地
域
社
会
―

★
既
刊

★
既
刊　　

◎
『
山
口
市
史 

史
料
編
』
全
８
巻

　
「
大
内
文
化
」「
考
古
・
古
代
」「
中
世
」

「
近
世
１
」「
近
世
２
」「
近
代
」「
現
代
」

「
民
俗
・
金
石
文
」 

　
（
各
巻
七
、三
三
○
円
）

◎
『
山
口
市
史
』（
昭
和
57
年
刊
、
平
成

９
年
追
補
）

（
四
、四
○
○
円
）

◎ 

山
口
市
歴
史
叢
書
一　

 『
山
口
市
の
金
石
文
―
阿
東
・
徳
地
・

小
郡
・
秋
穂
・
阿
知
須
編
―
』

　
（
一
、四
三
○
円
）

◎
『
大
内
氏
受
発
給
文
書
目
録
』

　
　
※
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
に
て
公
開
中

○
目
録
ご
利
用
方
法
／
大
内
文
化
ま
ち
づ
く

○
目
録
ご
利
用
方
法
／
大
内
文
化
ま
ち
づ
く

り
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

り
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttps://oouchi-culture.

https://oouchi-culture.

com
com

（
著
作

（
著
作  

山
口
市
）
上
の
、「
大
内
氏
・

山
口
市
）
上
の
、「
大
内
氏
・

大
内
文
化
の
歴
史
」
→
「
大
内
氏
関
連
書
籍
」

大
内
文
化
の
歴
史
」
→
「
大
内
氏
関
連
書
籍
」

→→
大
内
氏
受
発
給
文
書
目
録
に
ア
ク
セ
ス
、

に
ア
ク
セ
ス
、

Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
を
開
い
て
く
だ
さ
い
。
ダ

Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
を
開
い
て
く
だ
さ
い
。
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
も
可
能

ウ
ン
ロ
ー
ド
も
可
能

で
す
。
県
立
山
口
図

で
す
。
県
立
山
口
図

書
館
、
市
立
図
書
館

書
館
、
市
立
図
書
館

に
は
図
書
と
し
て
配

に
は
図
書
と
し
て
配

架
さ
れ
て
い
ま
す
。

架
さ
れ
て
い
ま
す
。

◎
『
西
国
一
の
御
屋
形
様

　

  
大
内
氏
が
わ
か
る
本 

入
門
編
』

（
六
五
○
円
）

◎
『
山
口
市 

幕
末
維
新
史
跡
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
』
※
残
部
僅
少

※
残
部
僅
少
（
七
一
三
円
）

◎
『
山
口
市 

幕
末
維
新
人
物
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
』　
　
　
　
　

  

（
五
○
九
円
）

●
販
売
場
所
／
文
化
交
流
課
（
山
口
総

合
支
所
３
階
）、
歴
史
文
化
の
ま
ち

づ
く
り
推
進
室
分
室
（
小
郡
総
合
支

所
３
階
）
等

※
総
合
支
所
の
地
域
振
興
課
（
山
口
・

小
郡
総
合
支
所
を
除
く
）
で
の
受
け

取
り
も
可
能
で
す
。

第
１
弾
も

好
評
販
売
中
！


